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職場のハラスメントを事例を挙げて講演の和田弁護士連合政策・制度の実現に向けた取り組みを説明する齋藤会長
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12月の主な活動
	 2日	 第1回女性委員会

	 6日	 第1回労働条件委員会

	 8日	 土曜相談会

	11〜12日　労働相談ダイヤル
一斉キャンペーン

	18日	 第1回政策委員会

	19日	 第2回四役会議
	 	 第2回執行委員会

	27日	 朝街宣

　

連
合
新
潟
は
毎
年
、
新
潟
県

の
次
年
度
予
算
な
ら
び
に
事
業

に
対
し
て
、
連
合
が
求
め
る
政

策
・
制
度
の
実
現
に
向
け
た
要

請
行
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
一
一
月
二
九
日
に
一

一
分
野
二
四
項
目
の
要
望
書
を

泉
田
県
知
事
へ
手
渡
し
、
意
見

交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
書
は
連
合
新
潟
政

策
委
員
会
が
作
り
あ
げ
た
も
の

で
す
。

　

齋
藤
会
長
は
「
県
内
経
済
の

発
展
と
安
定
し
た
雇
用
、
そ
し

て
子
育
て
し
や
す
い
新
潟
県
を

11
万
人
の
決
断

希
望
を
持
ち
な
が
ら

    

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
！

　

第
四
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙

は
、
一
二
月
四
日
に
公
示
さ
れ
、

一
六
日
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
総
選
挙
は
、
二
〇
〇
九
年

八
月
に
実
現
し
た
民
主
党
政
権

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
問
わ
れ

る
選
挙
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、

国
難
と
も
言
え
る
様
々
な
危
機

に
見
舞
わ
れ
る
中
で
の
政
権
運

営
で
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
、
労
働

者
保
護
法
制
の
整
備
な
ど
、
生

活
や
働
く
環
境
の
立
て
直
し
に

つ
な
が
る
政
策
に
道
筋
を
つ
け

ま
し
た
。

　

歴
史
を
戻
し
て
は
な
ら
な
い
、

政
権
交
代
の
意
義
を
も
う
一
度

思
い
起
こ
し
、
す
べ
て
の
人
が

社
会
の
中
で
自
分
の
居
場
所
と

出
番
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
連
合

新
潟
一
一
万
組
合
員
の
総
決
起

で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

連
合
新
潟
は
、
次
の
皆
さ
ん

を
推
薦
・
支
持
し
て
い
ま
す
。

※
小
選
挙
区
は
、
旧
市
町
村
で

区
割
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
の
区
割
り
は
、
連
合

新
潟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

暮らしやすい社会と

働きやすい職場をめざして

　

連
合
新
潟
は
第
二
一
回
ユ
ニ

オ
ン
ト
ッ
プ
ス
タ
デ
ィ
を
一
一

月
二
二
、
二
三
日
に
岩
室
温
泉

ゆ
も
と
や
に
お
い
て
開
催
し
、

三
テ
ー
マ
で
講
演
を
受
け
ま
し

た
。

　

講
演
①
「
人
と
暮
ら
し
に
優

し
い
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
元
長
野
県
労
福
協
専

務
の
原
田
さ
ん
よ
り
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
パ
ー
ソ
ナ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。
長
野
県
労
福
協
は
全
国

で
も
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
、

他
県
か
ら
労
働
者
福
祉
運
動
の

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
②
「
連
合
政
策
・
制
度
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

新春労働団体・友誼団体
「名刺交換会」

日　時　2013年１月７日（月）
午後３時30分より

場　所　ANAクラウンプラザホテル新潟

会　費　１人　7,000円

テ
ー
マ
に
、齋
藤
会
長
よ
り「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
の
取
り
組
み
や
「
民
主
党

政
権
で
実
現
し
た
政
策
」
が
組

合
員
に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
、

組
合
役
員
は
そ
の
事
を
伝
え
る

活
動
を
し
よ
う
と
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
演
③
「
職
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
と
解
説
」

を
テ
ー
マ
に
、
新
潟
第
一
法
律

事
務
所
（
連
合
新
潟
顧
問
弁
護

士
事
務
所
）

和
田
弁
護
士

か
ら
は
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト

の
判
例
を
も

と
に
実
例
の

紹
介
と
労
働

組
合
と
し
て

の
相
談
対
応
、

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
無
い
職

場
づ
く
り
に

つ
い
て
講
演

を
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者

か
ら
は
職
場

作
る
た
め
に
労
働
団
体
と
し
て

雇
用
政
策
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
連
合
が
す
す
め

る
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
へ
向
け
た
七
つ
の
政

策
課
題
に
対
し
、
県
か
ら
も
引

き
続
き
国
へ
の
働
き
か
け
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
連
合
は
労
働
団
体
と

し
て
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

行
政
や
経
済
団
体
な
ど
へ
「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
に
向
け
た
要
請
行
動
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

の
実
態
を
ふ
ま
え
た
対
応
方

法
の
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

～働くことを軸とする安心社会の実現へ～

連合は民主党を応援します！

事務所：〒955-0081
　　　　三条市東裏館１-13-16
　　　　　ＴＥＬ：0256-35-6066
　　　　　ＦＡＸ：0256-35-6063

事務所：〒950-0903
　　　　新潟市中央区南万代町12-５ 黒井ビル
　　　　　ＴＥＬ：025-244-1173
　　　　　ＦＡＸ：025-244-1183

事務所：〒940-0043
　　　　長岡市今朝白１-７-14
　　　　　ＴＥＬ：0258-35-5000

事務所：〒959-1251
　　　　燕市白山町３-2739
　　　　　ＴＥＬ：0256-61-0901
　　　　　ＦＡＸ：0256-61-0902

事務所：〒943-0805
　　　　上越市木田１-８-14
　　　　　ＴＥＬ：025-522-5711
　　　　　ＦＡＸ：025-522-7210

事務所：〒957-0016
　　　　新発田市豊町３-２-８
　　　　　ＴＥＬ：0254-21-0700
　　　　　ＦＡＸ：0254-21-0707



※お届け出来ないエリアもありますのでご了承ください。
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参加者にエールを送る小林真千子さん 新旧役員でしっかり引き継ぎしてスタート

新たなメンバーで女性委員会を引っ張る皆さん カツカレー	730円（大盛＋150円増）

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2012年12月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第262号

　

師
走
、
慌
た
だ
し
い

季
節
に
、
大
事
な
衆
議

院
議
員
選
挙
と
な
っ
た
。

忙
し
く
て
選
挙
ど
こ
ろ

で
は
な
い
と
い
う
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
▼
ま
た

大
震
災
の
被
災
地
か
ら

見
れ
ば
、
選
挙
よ
り
復
旧
・
復
興
が

先
、
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
被
災

地
に
入
っ
て
こ
ら
れ
て
も
困
る
と
い

う
の
も
実
感
だ
ろ
う
と
思
う
。
▼
し

か
し
、
こ
の
先
の
日
本
の
行
方
を
見

定
め
る
国
民
の「
権
利
」で
あ
り「
義

務
」
で
あ
り
、
そ
し
て
大
事
な
「
行

動
」
だ
と
思
う
。
選
挙
に
行
っ
て
も

行
か
な
く
て
も
「
変
わ
ら
な
い
」
と

い
う
風
潮
が
コ
ワ
い
。
私
た
ち
は
、

『
政
治
』
に
「
無
関
心
」
で
い
る
こ

と
が
で
き
て
も
、「
無
関
係
」
で
い

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
、
政
治
の
力
で
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
！�

（
Ｔ
・
Ｋ
） 土曜相談会 １月は12日に開催

もう一度食べたい！ この逸品

うちの町のＢ級グルメ○
 新潟市江南支部発

まつもと食堂のカツカレー
　地元組合員のお勧めは、まつもとの「カツカレー」。
　お昼時とあって、店には地元の人たちで賑わっていました。
　恐る恐るカツカレーの大盛りを注文したいと切り出してみると、
　店の方は「エッ～。俺でも食べれないよ！」「やめた方がいい
よ！」で撃沈されました。仕方なく、普通盛りを注文！他にも何
人かカツカレーを注文していましたが、大盛りはこの店を出るま
では一人もいませんでした。
　数分後、噂のカツカレーとのご対
面です。ご飯が見えないほどカツが
覆い、カレーがタップリかけられ豪
快そのもの。豚汁と白菜のお漬物を
従え、堂々たる入場です。
　一口目はカツを口へ、サクサクし
てとても美味しい。カレーは甘辛く
家庭的な味でこちらも美味しい。わき目もふらずカレーに集中し、
ようやく完食。後のことはご想像にお任せいたします。
　味とボリュームを楽しみたい方は、ぜひ一度来店下さい。
　　■まつもと食堂
　　　　　新潟市江南区亀田旭1-1-28　TEL�025（381）6582

（連合新潟地協�江南支部　金内）

11月のホームページ・アンケート結果発表
質問：�　飛行機を利用する機会にはＬＣＣを利用したい。
　激安海外旅行ツアー、激安高速バス、激安航空会社などな
ど、なぜ激安なのかを考えた時に命や安全に関わるような理
由だったらどうでしょう。「タマに重大な事故を起こします
が他では真似できない激安を実現しました。」と表現されて
いたら、さすがに利用しないかもしれません。高速バスの重
大死亡事故もありました。ＬＣＣは安全なのでしょうか。
　12月のＨＰアンケートは、お正月に関する質問です。
投票お待ちしています。

　

一
一
月
一
〇
日
新
潟
市
の
万

代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

青
年
委
員
会
第
二
四
回
総
会
を

開
催
し
、
各
構
成
組
織
の
代
議

員
な
ど
二
七
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
議
長
に
渡
邊
明

さ
ん
（
電
気
連
合
）、
資
格
審

査
委
員
に
南
雲
哲
さ
ん
（
自
治

労
）、
議
事
運
営
委
員
に
野
村

尚
生
さ
ん
（
基
幹
労
連
）
を
選

出
し
進
行
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
渡
邉
委
員
長
か
ら
は
、

三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
、
第
一

七
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
な
ど
に
対

す
る
協
力
の
お
礼
と
、
来
年
度

の
活
動
・
取
り
組
み
に
対
し
て

も
皆
さ
ん
か
ら
率
直
な
意
見
を

も
ら
い
、
連
携
し
た
取
り
組
み

を
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ユ
ー
ス
ラ
リ

ー
な
ど
を
中
心
に
二
〇
一
二
年

度
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、
審
議

事
項
で
は
二
〇
一
三
年
度
活
動

方
針
お
よ
び
予
算
が
示
さ
れ
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
新
年
度
は
、
各
種

取
り
組
み
に
男
女
と
も
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て

い
く
こ
と
も
提
案
が
あ
り
ま
し

　

女
性
委
員
会
は
一
一
月
一
七

日
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
第

二
四
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
加
藤
委
員
長
は
、

「
一
〇
月
開
催
の
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
が
発
表
さ
れ
、
日
本

は
経
済
や
政
治
分
野
へ
の
参
画

が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
四
つ
ラ

ン
ク
を
下
げ
、
一
三
五
カ
国
中

九
八
位
で
し
た
。
潜
在
能
力
を

持
っ
た
女
性
は
多
い
に
も
関
わ

ら
ず
能
力
を
活
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
国

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
労
働
者
の
六
割
超
が

第
一
子
出
産
後
に
離
職
し
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
再
就
職

を
希
望
し
て
い
る
女
性
は
全
国

で
三
〇
〇
万
人
い
る
中
、
労
働

力
率
を
増
す
と
い
う
観
点
か
ら
、

女
性
の
就
業
継
続
が
可
能
な
社

会
を
実
現
し
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
二
〇
一
二
年
度

活
動
報
告
な
ら
び
に
決
算
を
報

告
し
、
二
〇
一
三
年
度
活
動
方

針
、
予
算
、
新
役
員
を
満
場
一

致
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
女
性
委

員
会
委
員
長
や
連
合
新
潟
副
会

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
情
報
労

連
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
の
小
林
真

千
子
さ
ん
か
ら
「
元
気
に
働
き

続
け
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講

演
を
受
け
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
を
創
っ
た
山
野
和
子

さ
ん
が
『
誰
に
で
も
最
初
が
あ

る
。
も
と
か
ら
あ
っ
た
訳
じ
ゃ

な
い
。
継
続
は
力
な
ん
だ
。』

と
話
し
た
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。
女
性
委
員
会
の
活
動
も

様
々
な
働
く
女
性
の
出
会
い
の

場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
流
を

も
っ
と
深
め
、
活
動
を
継
続
し

て
ほ
し
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
と
も
に

参
加
し
や
す
い
活
動
を
め
ざ
す

す
べ
て
の
働
く
女
性
を
視
野
に

着
実
な
一
歩
を
！

た
。

　

最
後
に
二

〇
一
三
年
度

新
役
員
の
選

出
が
承
認
さ

れ
、
渡
邉
委

員
長
の
音
頭

で
力
強
い
団

結
ガ
ン
バ
ロ

ー
を
行
い
二

〇
一
三
年
度

の
青
年
委
員

会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
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連
合
新
潟
第
二
二
回
年
次
大
会
に
お
い
て
、
会
長
代
行
に
就
任

し
ま
し
た
阿
部
で
す
。

　

一
〇
〇
〇
万
連
合
の
実
現
に
向
け
た
組
織
強
化
・
拡
大
、
人
材

育
成
の
強
化
、
連
帯
活
動
の
推
進
に
よ
る
社
会
的
影
響
力
の
あ
る

労
働
運
動
の
展
開
と
、
見
え
る
化
に
向
け
、
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

佐
渡
地
協
事
務
局
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
中
川
で
す
。

　

組
合
役
員
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
佐
渡
地
協
で
初
と
な
る
専
従

役
員
の
心
構
え
は
ま
だ
ま
だ
出
来
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
皆
様
か
ら
託
さ
れ
た
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
合
新
潟
会
長
代
行

阿
　
部
　
幸
　
夫
　

（
電
機
連
合
）

連
合
新
潟
佐
渡
地
協
事
務
局
長

中
　
川
　
健
　
二
　

（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
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